
公立大学法人    都留文科大学 

 

臨時教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 24年 1月 25日（水） 

場 所：本部棟 3階学長室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、福田誠治副学長、椎廣行事務局長 

大平栄子学長補佐、清水雅彦学長補佐、阿毛久芳大学院研究科委員長、鶴田清司初等教育学科長 

新保祐司国文学科長、儀部直樹英文学科長、進藤兵社会学科長、大辻千恵子比較文化学科長、 

杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、稲垣孝博外国語教育研究ｾﾝﾀｰ長、相川泰総務課長 

欠席者：田中一利理事、重原達也学生課長 

 

■挨拶 

加藤祐三学長よりあいさつ 

 

議  事 

（1）初等教育学科専任教員（物理学）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、事務局内で 2週間人事資料の閲覧を行い、次回の教育研究審議会にて

投票。 

・採用の決定が遅くなってしまうが、本人に確認したところ 2月中に返事ができれば大丈夫とのこと。 

   

（2）平成 24年度非常勤講師（国文学科：メディア論）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

     

（3）平成 24年度非常勤講師（国文学科：海外における日本文学研究）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

   

（4）平成 24年度非常勤講師（国文学科：日本芸術史Ⅱ）提案について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

    

（5）平成 24年度非常勤講師（国文学科：日本仏教史Ⅱ）発議について 

 ○担当より説明、審議の結果、提案通り承認。 

 

（6）平成 24年度非常勤講師授業担当科目の更新について 

 ○担当より資料 6に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

    

（7）名誉教授候補者の推薦について 

  ○各担当よりそれぞれ説明、審議の結果、提案通り承認。 

  国文学科：2名、英文学科：1名  



 

報   告 

（1）その他 

○県立桂高等学校跡地利活用に関する検討有識者会議第 2回会議について 

 ・各自資料に目を通しておく。 

  

 ○防災関連授業について 

 ・防災授業で教育研究審議会の見解において、1つは講義科目（教養科目）0.5コマ、1つは集中講義

（地域交流研究Ⅰ）現在未開講科目分に割り当てる 0.5コマの計 1.0コマで進めている。確認の

ため増コマの方向で考えよいのか。 

＊ 集中講義は次年度のみ（平成 24年度のみ）の開講。 

→方向性は、増コマという考えでよい。 

 ・会議の中で、集中講義は、講義を受けた人のみというような制限を付けて欲しいとの意見があった。 

 ・この 2科目は増コマが認められているという解釈で進んでいるが、教育研究審議会で増コマを認め

るという決定をしたという記憶はなく、曖昧なまま進んでしまっている。決定の仕方として、しっ

かりと議題として取り上げ、決定を行い議事録に残した方が確認しやすいのでは。 

 ・次回の教育研究審議会で議事として提案し、審議を行う。 

   

 


